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体育館から太鼓の音、歌声、楽器の音が聞こえてきます。11月26日（金）

の中番フェスティバルに向け、子供達も頑張っています。毎朝の寒さも厳
しくなってきました。足早に秋も過ぎていきます。 
今朝の朝会で次のような話をしました。今日は、先週まで取り組んだ

NLP について少し考えてみたいと思います。この NLP で分かったことが
たくさんありました。①こんな分厚い問題集を一日でやってしまう。②書
いてくる字がとても綺麗になった。③自分の間違ったところをきちんと分
かっている。④高学年でも低学年の問題で間違うことがある。⑤誰でも次
の学年の問題ができる。⑥自分で学習できる力が付いた。これらのことは、
皆さんの素晴らしさと学習の意味に気づかせてくれたと思います。そして、
今後の NLP についても少し考えてみたいなと思っています。 
さて、今日は、「おの検定」についてです。次の質問に答えて欲しいと思

いますが、分かっても決して声に出してはいけません。では、質問です。
「おの検定」と言えば、その次に続く言葉は一体、何でしょうか。分かる
人は手を挙げてください。では、答えてもらいましょう。（子供を指名しま
した。）「一発合格です。」その通りです。それでは、なぜ、一発合格なので
しょうか。それは、課題に「誠実に向き合う」ということを大切にして欲
しいからです。例えば、何かの競技、スポーツで試合をします。その結果、
負けました。その時、色々考えますね。その時、よくあるのが、もっと、
練習しておけばよかった、こんな練習、あんな練習をしていればよかった、
体調が悪かったし･･･、相手が強かったし･･･、仕方ないか、まあ自分はこ
んなもんか、色々あると思います。何かと理由はあるのですが、今、あげ

たような理由は、全て、後悔と諦め、そして、自分以外に、その理由を求
めています。それでは、成長は無い。そう思います。大切なのは、自分が
そのことにどれぐらい本気で向きあったかということが重要だと考えます。
「本気」で向き合えば、どんな結果が出ても「爽やかな気持ち」になりま
す。みなさんは、どう思いますか。是非、この「おの検定一発合格
PROJECT」を成功させましょう。自分が出会う課題の一つ一つを克服する
ことが、つまり、みんなの「夢の実現へのパスポート」だと校長先生は信
じています。２学期、皆さんには、「本気」を求めています。とにかく、
「行動あるのみ」です。そのような話をしました。 
子供達が課題に向き合う姿は、本当に尊いものだと思います。今朝は、

この「一発合格の意味」について考えてみました。部活動などで大会に臨
んだご経験がある保護者の方もあるかと思います。試合後、こうすればよ
かった、ああしとけばよかったと後悔し、自分はこんなもんかと諦め、相
手が強かったと敗因を自分じゃないに誰かに向けてしまう、そんなことは
なかったでしょうか。私には残念ながらそういう経験があります。私は、
バレーボールをしていました。自分の技能を磨くことは勿論、チームにど
のように貢献できるかを考えなくてはいけません。バレーボールを続ける
中で、勝つために、チームの１勝の為に、自分ができること、そんなこと
を少しは考えられるようになっていったのではないかとは思っています。
部活動、「おの検定」、自分が目指すもの、越えたいものに挑戦する気持ち
は同じだと思います。子供達の合格への思いは強いと思います。自分で、
その結果を引き寄せる為に、後、一週間、頑張って欲しいと願っています。
この「おの検定」に向け、子供達への保護者の皆様のあたたかいご支援と
ご協力、言葉掛けをよろしくお願い申しげます。 
今後とも中番小学校の様々な取組、教育活動に力強いご声援並びに応援

を賜りますようよろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、保
護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

「本気」で取り組む！「夢の実現へのパスポート」!! 
－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


